
 

オーストラリア派遣 

アラブ首長国連邦（UAE）派遣 

＜現地の農場現場やマーケットの視察＞ ＜現地高校生との交流（水素カーの組み立て）＞ 

 

 

 

 

東京都教育委員会 

目的：最先端技術等を視察し、よりよい社会づくりに向けた意識を醸成 

派遣先国、派遣予定時期（各コース６日間程度）、主なテーマ・訪問先等 

○ニュージーランド 令和５年 10月（予定） 

 「農業の在り方を学習、企業訪問、高校・大学訪問 など」 

  ○フィンランド 令和５年 12月（予定） 

   「北欧デザイン工房等、企業訪問、高校・大学訪問 など」 

○アラブ首長国連邦（UAE） 令和６年１月（予定） 

「先端技術を生かした施設訪問、文化・歴史施設訪問、企業訪問、高校訪問 など」 

◆世界を知ろう、世界で学ぼう、自分の世界を広げよう◆ 
＜令和５年度実施概要＞ 
○対象 

職業教育に関する専門学科※を設置する都立高等学校の生徒 
※職業教育に関する専門学科とは、農業、工業、科学技術、ビジネス、商業、ビジネスコミュニケーション、  

  情報、産業、海洋国際、家庭、福祉学科（併合科を含む）を指します。 

※原則として、学校ごとに生徒４名が１グループとして応募。１グループにつき１名の教員が指導・引率する。 

○募集時期 
 令和５年６～７月 
○必要経費 

本研修における渡航費、現地宿泊費・食事代等の必要経費は東京都が負担します。 
ただし、事前研修への参加や空港への移動に係る交通費、パスポート取得等の諸経費等は、自己負担とします。 

〇その他 
 渡航に必要な書類（ビザ等）を期日までに用意できないなどの場合は、本研修に参加できないことがあります。 

 

＜最先端技術を駆使した科学未来館や世界最大級の太陽光発電施設の視察＞ ＜世界最大級のモスクで異文化体験＞ 

参加した生徒の声  
〇 自分の専門性をもっと高め、社会に貢献するために自分ができることを考えていきたい。 

〇 世界に日本の魅力を発信するためには、自分が日本の文化や歴史を深く理解する必要があると感じた。 

〇 自分の英語が伝わって、話ができたことが嬉しかった。もっと話せるように語学を勉強したい。 

 

昨年度の派遣の様子はこちら→ 


